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平成20年度

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
町
政
を
！

町
は
、「
鐚
巻
町
総
合
計
画
・
後
期
基

本
計
画
」
に
よ
り
、
町
が
持
っ
て
い
る
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
新
た
な
事
業
展
開
を

図
っ
て
〝
夢
を
実
現
す
る
町
政
〞
を
進
め

ま
す
。
町
の
目
指
す
将
来
像
で
あ
る
「
地

域
の
資
源
を
宝
に
変
え
て
、
幸
せ
を
実
感

で
き
る
高
原
文
化
の
町
」
の
実
現
の
た
め

に
、
次
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点

的
に
推
進
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１

平
成
十
八
年
十

月
の
豪
雨
災
害
の
際
に
課
題
と
な
っ
た
、

災
害
情
報
の
伝
達
や
、
平
成
二
十
三
年
七

月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解

消
な
ど
、
町
民
の
生
活
に
係
わ
る
情
報
通

信
基
盤
に
つ
い
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
網
を
基

盤
と
し
た
総
合
的
な
地
域
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
を
図
り
、
町
民
生
活
の
安
心
を
確

保
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

雇
用
を
創
出
す

る
た
め
の
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
こ
れ
と
併
せ
て
Ｉ
タ
ー

ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
、
そ
し
て
団
塊
世
代
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
備
し
、
農
地
や
空
き
家

等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
、
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
衰
退
傾
向
に
あ
る
町
の
顔
で
あ

る
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
に
、
多
く
の
人
が
中
心
部
に
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
る
魅
力
的
な
商
店
街
を
再
構

築
し
、
町
の
活
力
を
創
出
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３

今
後
は
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
感
で
き
る
よ
う
畜
ふ
ん
バ

イ
オ
マ
ス
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
普
及

を
図
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
環
境
対
策
で
は
、
植
林
か
ら
森

林
の
育
成
、
木
材
の
流
通
・
加
工
ま
で
を

一
体
的
に
振
興
し
、
森
林
業
の
再
生
と
環

境
保
全
に
努
め
て
、
山
村
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

政施 方 針

平成20年度の町政の方向を決める町議会3月定例会が、3月5日か

ら14日まで開かれました。議会初日の5日、鈴木重男町長は、山村の

モデルの創造に向けた重要施策など町政運営の所信を力強く述べまし

た。施政方針の概要をお知らせします。

まちづくりの基本方向

■
介
護
保
険
事
業

高
齢
化
率
が
三

十
六
％
を
超
え
る
本
町
に
お
い
て
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に

努
め
、
各
種
高
齢
者
支
援
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

■
障
害
者
福
祉

十
七
年
度
に
策
定

し
た
「
障
害
福
祉
計
画
」
を
見
直
し
、
第

二
期
計
画
を
策
定
し
障
害
者
福
祉
を
一
層

推
進
し
ま
す
。

■
子
育
て
環
境
の
充
実

児
童
福
祉

施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
へ
の
三
人
入

所
の
場
合
、
第
三
子
の
保
育
料
を
無
料
化

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
水
道
事
業

西
部
簡
易
水
道
統
合

整
備
事
業
に
お
い
て
、
浄
水
、
配
水
施
設

及
び
一
部
配
水
管
が
完
成
す
る
こ
と
か

ら
、
一
部
供
用
開
始
し
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

水
洗
化
宅
内
工
事

の
「
無
料
見
積
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

■
消
防
防
災

一
昨
年
の
大
雨
洪
水

災
害
を
教
訓
と
し
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
組
織
さ
れ
た

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
住
宅
火
災
警
報
装
置
の
普
及
な
ど
災

■
健
康
づ
く
り

妊
婦
の
経
済
的
負

担
軽
減
と
少
子
化
対
策
の
た
め
、
妊
婦
健

康
診
査
負
担
を
３
回
か
ら
５
回
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
引
続
き
不
妊
治
療
費
助
成

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

対
策
を
取
り
入
れ
た
特
定
健
康
診
査
・
保

健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

■
病
院
経
営

医
師
確
保
を
最
重
要
課

題
と
し
て
捉
え
、
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
解
消
に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま

す
。■

国
民
健
康
保
健
事
業

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
制
度
改
正

等
に
つ
い
て
、
今
後
も
円
滑
に
新
制
度
へ

の
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
町
税
特
別
徴
収
対
策

本
部
が
中
心
と
な
り
、
保
険
税
の
収
納
率

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
給
付
費
等

の
確
保
に
努
め
、
国
保
財
政
の
健
全
化
を

進
め
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

「
高
齢
者
健
康
福

祉
計
画
（
二
十
一
年
度
〜
二
十
三
年
度
）」

を
策
定
し
、
高
齢
者
福
祉
を
一
層
推
進
し

ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

度
に
策
定
し
た
「
第
四
次
行
政
改
革
大
綱

及
び
行
政
改
革
推
進
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
計
画
期
間
が

あ
と
二
年
と
な
る
た
め
、
今
後
は
、
計
画

内
容
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
と
と
も
に
、「
地
方
公
共
団
体
財

政
健
全
化
法
」
の
適
用
も
迫
っ
て
く
る
こ

と
か
ら
、
関
連
す
る
町
の
財
務
情
報
の
提

供
や
行
政
懇
談
会
等
の
住
民
説
明
・
意
向

聴
取
の
機
会
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

な
お
、
住
民
目
線
に
た
っ
た
改
革
を
進

め
る
た
め
、
町
民
が
利
用
し
や
す
い
役
場

の
サ
ー
ビ
ス
環
境
実
現
の
一
つ
と
し
て
、

役
場
庁
舎
一
階
フ
ロ
ア
を
中
心
に
課
等
の

配
置
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。
農
業
委

員
会
事
務
局
を
一
階
に
配
置
換
え
し
、
窓

口
業
務
な
ど
に
お
い
て
高
齢
者
等
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
農
林
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
と
連
携
を
密
に
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
と
併
せ

て
、
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
も
進
め
ま

す
。ま

た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ

る
職
員
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ッ
ト
制
導
入

や
職
員
の
意
識
や
意
欲
を
高
め
る
等
、
組

織
管
理
や
研
修
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
ま
す
。

町長に就任し、はや半年過ぎましたが改めてその責任の重
大さを感じております。
少子高齢化に伴う人口減少や経済のグローバル化が進展

し、原油や穀物などの原材料価格の上昇など取り巻く状況が
厳しい中、初心を忘れることなく、町民の皆さんの声を結集
し、夢に向かって挑戦する希望に満ちあふれる町政を行い、
町民の皆様が「住み続けたい町」、「誇りを持てる町」として
「夢を描き、夢を実現する」まちづくりを推進してまいります。
また、自立するまちづくりを目指し、町民の皆様の声を結

集し、情報の共有と一層の信頼関係を保ち、共に歩み続けた
いと考えます。

行政改革の推進

健
康
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

重点施策
縡

地
域
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り

重点施策
縒

施政方針を延べる鈴木重男町長


